
【　診療科：呼吸器外科　】

【　レジメン登録番号：ST-26　】

1 2 3 4 5 6 7 8 ・・・・・ 15 ・・・・ 21

アブラキサン 100mg/㎡ div ○ ○ ○

【総コース数： 　　　 コース】

【適応癌種：　非小細胞肺癌　】

【時期：　術前　、　術後　、　手術不能・進行・再発】

【休薬・減量に関する要件】

項目

発熱性好中球減少症

末梢神経障害

※減量の目安は、1段階減量：75mg/㎡、2段階減量：50mg/㎡

Rp

Rp.3

【参考文献：アブラキサン添付文書】

【変法情報：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

投与経路（速度）薬剤名

【備考：アブラキサンは、特定生物由来製品の同意書が必要。初回申請時のレジメンは1コース4週間であり、
　　　　　1週間の休薬が含まれていたが、適応上休薬は不要であるためレジメン変更申請となった。　　　　　　　　】

Rp.2 ｄｉｖ（30分で）

生理食塩液　50ｍL

アブラキサン 100mg/㎡

生理食塩液　50ｍL

Rp.1

生理食塩液　50ｍL

ｄｉｖ（10分で）

デキサート 1.65mg

5-HT3RB 1A

ｄｉｖ（全開で）

投与スケジュール（day)

〈　アブラキサン単剤療法　〉

投与量 投与経路

【1コース期間：　21　日】　　

≦Grade1

好中球数

血小板数
7日間以上にわたって50,000/mm3

休薬時の再開基準

休薬

投与前で50,000/mm3未満

減量※

基準

7日間以上にわたって500/mm3未満

減量内容

投与前で500/mm3未満

次コース投与開始が7日間以上延期となる好中球減少が発現した場合

発現

≧Grade3 休薬

休薬

減量※

減量※

骨髄機能が回復するまで

骨髄機能が回復するまで

投与プロトコール

東海大学八王子病院


